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表１３：平成２４年７月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（ドラえもんグループ）

《保護者のコメント》
・浮き輪を使ったムーブメントがこんなに楽しいとは思わなかった。是非、家でも浮き輪を使って遊んでみたい。また、海にも
連れて行きたいと思った。
・いつも一人で遊んでおいたが、今回は友達と一緒にロープを引っ張ったり、一緒にキャスターボードを引っ張ったり人を意識
して活動する姿が見られた。嬉しかった。
・マイペースでゆっくりな子だが、そのまま慌てずに大きくなって欲しいと思った。
・自分から「今日楽しかったね」とつぶやいていた。このような教室があることを知っていたら、もっと早くから参加したかっ
た。
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表１４：平成２４年９月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（ドラえもんグループ）

《保護者のコメント》
・今日も元気に活動できてよかった。いつも盛りだくさんのメニューで感動している。
・ジャンプが上手にできるようになった。
・段ボールのトンネルを嫌がらずに自分からくぐっていたことに驚いた。
・今まで親から離れなかったが、今日は全く親を気にせず遊んでいてとても嬉しかった。
・段ボールを重ねては壊すスリル感を楽しんでいてとてもよい笑顔だった。段ボールでこんなに楽しめるとは思わなかった。家
でも遊んでみたい。
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表１５：平成２４年１０月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（ドラえもんグループ）

《保護者のコメント》
・常に笑顔があふれていたと思う。本当に楽しかった。
・大自然の中でダイナミックに動けて、子どもも大満足だった。
・ゆったりと自然の中で活動できてよかった。家族でも出かけてみようと思った。
・一人一人がゆったりと参加できる「優しい環境」のプログラムだったと思う。
・外の空気、自然のにおい、秋を身体全体で感じられて大人も楽しめた。
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表１６：平成２４年１１月に実施された「たけのこムーブメント教室」のプログラム（ドラえもんグループ）

《保護者のコメント》
・楽器の音を聞いて、壁にくっついたり床に寝転がったり、とてもおもしろかった。
・風呂敷は家にもあるがこんなに遊べるとは思わなかった。楽しかった。
・友達を意識することが多くなったと実感できた。
・フリームーブメントの時に自分から遊びを見つけることができ、成長を感じた。
・洗濯の歌（ふれあい遊び）が大好きで、自然とプログラムに入っていくことができた。
・先生の話を最後までしっかり聞いて活動に参加できたので、すごい成長を感じた。
・今回の会場は初めてだったので入れるか心配だった。やはり始めは入れなかったが、活動を見ていて、後半になって自分から
入っていった。後半は、自信ありげに参加していたので嬉しかった。
・風呂敷の色にこだわりがあったが、自分の欲しい色でなくてもプログラムに入っていくことができたので驚いた。


